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事業方針 

１、基本方針 

2024キーワード  ＜支援体制の再構築＞ ＜政策提言＞ 

4月からは「社会的養護自立支援拠点事業」が始ま

り、これまで福祉に繋がらなかった若者を支援対象と

することや、緊急的に住まいが必要となる人への短期

的な住まいの提供など、ニーズは質量ともに広がって

います。一方で、行政間の支援格差や、行政の枠組み

だけでは解決されない問題も見えています。 

今年はこれらの変化に合わせて、あるべき支援の形

を再構築します。受託の有無に関わらず、SOSを求め

てきた人に対して、独自予算でも支援を行い、支援結

果を集計分析し、政策提言につなげていきます。 

 

２、トピックス 

 

■8自治体から退所後支援事業を受託 

現在、東京都、横浜市、江戸川区、世田谷区、豊島

区、佐賀県、熊本県・市、北海道の８自治体から事業

受託が決まっています。4月より新しい制度に移行して

いく予定でしたが、こども家庭庁からの通知の遅れに

伴い、自治体内の手続きにも遅れが生じていて、不明

確な状態を抱えたままのスタートとなります。 

複数の自治体と協働する B4Sならではの視点や方

針を行政担当者にも理解してもらいながら、より効率的

でより実効性のある支援を目指します。 

 

■住宅支援の拡充 

社会的養護自立支援拠点事業に「一時避難的かつ

短期間の居場所の提供」という支援が含まれたことに

より、B4Sでは現状維持の方針であった住宅支援事業

を拡充します。2024年 4月から東京都台東区、神奈川

県横浜市、6月から北海道札幌市にて、ショートステイ

の開始、9月から神奈川県横浜市にて、2棟目となる

シェアハウス立ち上げを予定しています。 

これにより、帰住先を失っている若者が一時的また

は中長期的に滞在し、状況が安定するまでの間、居住

支援・生活支援を行える体制を整えます。 

 

■クラウドファンディング実施 

住宅支援事業について、北海道以外は行政予算が

組まれていないため、独自予算で実施します。そのた

め、6月から 1000万円を目標とするクラウドファンディ

ングを実施します。 

クラウドファンディングの目的は、資金調達のほか、

より多くの方々に認知されること、応援の輪を広げるこ

とです。また、全国の事務局スタッフだけでなく、サポー

ターや企業などの協力も得て、これまでの活動を振返

り、今後の活動への意欲増進につなげます。 

 

■巣立ちプロジェクトのアップデート 

設立当初から実施している B4Sの看板プログラム、

巣立ちプロジェクトを大きくアップデート（更新）します。

会場開催セミナーは、高校生がチームを作り、自ら必

要な知識情報をとりにいくという、高校生の主体性をよ

り重視した内容になります。オンライン開催セミナー

は、カリキュラム内容をブラッシュアップし、東京・佐賀・

熊本・北海道の全拠点統一で行います。 

時代の変化と子どもの変化に合わせた新しい「巣立

ち」で、子どもたちの自立をサポートします。 

 

■ボランティア育成方針の転換 

これから新たに B4S とつながる若者が増加し、これ

まで以上に相談者の個別事情・課題に応じた多様な支

援が必要になります。それらの支援ニーズにスピーデ

ィに対応するため、人員体制の整備が急務です。 

そこで、ボランティア一人一人の強みや特性、希望を

把握するため個別面談を実施。それぞれの適性に合

わせて活動への人員配置や育成を行います。 

事務局スタッフの丁寧なサポートと、それによる活動

参加経験を通じて、ボランティアの自己効力感を高め、

B4Sの活動を長く継続いただくことを目指します。


